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地区の快適で良好なまちづくりを進めるため、地区土地利用計画の作成と併せて、「景観計画特定

地区」、「地区まちづくりルール」の策定を推奨します。 

                                             
○：決めることができる事項  ◎：当該制度で定めることが望ましい事項 

 
景観景観景観景観計画計画計画計画特定地区特定地区特定地区特定地区    地区まちづくりルール地区まちづくりルール地区まちづくりルール地区まちづくりルール    

 景観法・都市景観条例 開発まちづくり条例 

景観に関する事項   

建築物の形態 ◎ ○ 

屋根及び外壁の色彩 ◎ ○ 

垣、柵の構造又は位置 ◎ ○ 

敷地の緑化 ◎ ○ 

擁壁の構造や位置 ◎ ○ 

開発、造成の計画 ◎ ○ 

木竹の植栽又は伐採 ◎ ○ 

建築物の利用・規模に関する事項   

建築物等の用途  ○ 

建築物の容積率  ○ 

建築物の建ぺい率  ○ 

建築物の敷地面積 ○ ○ 

壁面の位置 ○ ○ 

建築物等の高さ ○ ○ 

住環境の保全に関する配慮事項   

自然環境及び景観への配慮  ○ 

雨水の排水抑制や有効活用  ○ 

敷地内緑化の推進  ○ 

道路等との敷き際の配慮  ○ 

共同住宅における周辺への配慮  ○ 

玄関周りの工作物等の配置  ○ 

地形と調和した宅地造成の配慮  ○ 

隣地に対する配慮  ○ 

建物の用途  ○ 

カーポート  ○ 

緑の配置の配慮  ○ 

防犯対策の配慮  ○ 

適合しない場合の措置 「指導」、「勧告」 「助言」、「指導」 

違反した場合の措置 変更命令など   

 
地区の特性に応じた「まちづくりの目標及

び方針」を踏まえて、「地区の良好な住環境の

保全及び都市環境の形成を図るため必要な事

項」を定めます（開発まちづくり条例） 

北部地域土地利用計画の目標及び方針を踏まえて、地区の土地利用のあり方を定めます。 

（宝塚市市街化調整区域における開発行為及び建築物の新築等に関する条例） 

市全域を対象とした景観計画の「景観形成の方針」

の内容を踏まえて、地区の特性に応じた良好な景観の

形成のための具体的な「景観形成基準」を定めます（景

観法・都市景観条例） 

まちづくりルールについてまちづくりルールについてまちづくりルールについてまちづくりルールについて    
地区土地利用計画地区土地利用計画地区土地利用計画地区土地利用計画    

景観景観景観景観計画計画計画計画特定地区特定地区特定地区特定地区    地区地区地区地区まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりルールルールルールルール    

～まちづくりルール～～まちづくりルール～～まちづくりルール～～まちづくりルール～    
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域で

勉強

り活

イス

ちづちづくちづちづく

ちづ

住民

をつ

るた

 

会の

策定

際、

づく

地区

の全

を定

ちづ

の姿

アン

域内

って

適で

づく

望を

づく

づくづくづくづく

のはのはのはのは

づくづくづくづく

づくづくづくづく 
くりくりくりくり

づくりくりづくりくり

でまち

強会に

活動に

スを行

づくりくりづくりくり

づくり

民や地

つくる

ために

の区

定を

、まち

くり

区の

全住

定め

づく

姿を

ンケー

内で

ては

で良

くり

を受

くり

くりくりルくりくりル

はじまはじまはじまはじま

くりルくりルくりルくりル

くりルくりルくりルくりル

り専り専り専り専

りアりアりアりア

ちづ

に出

に関

行う

りコりコりコりコ

りル

地権

る必

に必

区域を

をはじ

ちづ

りルー

の意向

住民を

めます。

くり検

を考え

ート

で建築

は市か
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受けた

り検討

りルールーりルールー
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ールールールール
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ールールールール

ールールールール

家の家の家の家の

バイバイバイバイ
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サルサルサルサル
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基本に

めるた

くりア

ルの策

把握を

対象と

。「ま

討会」

、まち

意見

等の許

らの指

まちづ

ルにつ

後、ま

会を継

ルルルル（（（（

（「ま（「ま（「ま（「ま

ルルルルのののの

ルルルル決決決決
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の方針

を開催
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会開催

派遣
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検討検討検討検討  
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くり

遣し

のまのまのまのま
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催と
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くり

会」設
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景観

地権

ルの

くり

計画、計画、計画、計画、
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地域の

の制度

、技術

動を行

ちづく

り検討
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まちづまちづまちづまちづ

来を
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事業等

活動を
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設立
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際は
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計画計画計画計画

設立設立設立設立

が

ち

ア

討

設

ま

りりりりルルルル

4 

る有志
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策定策定策定策定
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地区土
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くりくりくりくり

くり
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※

地区ま地区ま地区ま地区ま

定定定定のののの

治会の
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くり
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動に

いる北

土地

民や

づく
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策定

携し

り活動り活動り活動り活動

り検討

ルール

を助成

※詳細

動の

まちまちまちまち

の支援の支援の支援の支援

の役

からは

りルー

に周知

どによ

認定

るとと

につい

北部

地利用

や地権

くりル

の手続

定し

しなが

動助動助動助動助

討会

ルの

成し

細は市

の支援

ちづくちづくちづくちづく

援制援制援制援制

役員

はじ

ール

知す

より

定を

とも

いて

部地域

用計

権者

ルー

続き

し、手

がら

助成助成助成助成

会に対

の策定

します

市ホ

援制

くりくりくりくり

制度制度制度制度

※

員等が

じま

ル策定

する

り規約

を受け

もに課

て、地

域土

計画

者の

ール

きを行

手続

らす

成成成成》》》》

対し

定に

す。

ホーム

制度」

りルーりルーりルーりルー

度度度度    

※次

が中

まりま

定の

るとと

約や

ける

課題

地区

土地利

画図を

の合意

ルを策

行う

続きを

すすめ
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し、 

に係る

。 

ムペー

」をご

ールールールール

次ペ

中心と

ます

の準

とも

や役

る必要

題を

区の

地利用

を策

意、

策定

うよ

を経

めて

 

る

ージ「

ご確

ル）ル）ル）ル）」」」」

ページ

とな
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準備や

もに、

役員構

要が

を描出

の住民

用計

策定し

、周知

定しま

ように

経て決
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ジ「宝
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、ア
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出し

民や

計画図
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す。

要望書

定し

ます

市のま

さい
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開催開催開催開催
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